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研究成果の概要（和文）：岡谷市内の公立小学校における2021-2023年度の各年度の6年生の全児童とその養育者
に質問票を送付し、アンケート調査を実施した。合計405名の児童とその保護者からデータを回収した。そのう
ち、岡谷市の乳幼児健康診査を受診していた児童について、母子保健情報で確認された母親の精神状態および乳
幼児期の行動特徴と、アンケート調査で確認された小学6年生時の行動特徴との関係を調べた。その結果、母親
の産後うつの状態や3歳児健康診査でみられた児の多動や衝動性が、小学6年生時の児の不注意および多動・衝動
性と有意に関連していることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Questionnaires were sent to all sixth-grade students and their caregivers in
 public elementary schools in Okaya City for each of the school years 2021-2023. Responses were 
collected from 405 children and their caregivers. Of these, we examined the relationship between the
 mothers' mental status and behavioral characteristics during infancy and childhood, as confirmed by
 maternal and child health information, and the behavioral characteristics at 6th grade identified 
in the questionnaire survey for children who had undergone infant and child health checkups in Okaya
 City. The results revealed that the mothers' postpartum depression and hyperactivity and 
impulsivity of the child observed at the 3-year-old health checkup were significantly associated 
with inattention and hyperactivity/impulsivity of the child in the sixth grade.

研究分野：精神医学

キーワード： 児童精神医学　母子保健

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
母子保健情報と学校調査結果から、出生時の母親の抑うつ症状や、3歳時の乳幼児健康診査で確認された多動や
攻撃的な行動が、小学6年生時のADHD症状に有意に関連していることを明らかにした。母親の抑うつ症状や、健
診時の多動や攻撃的な行動が、児のその後の発達を予測する上で重視すべきポイントであることを示した本研究
結果は、今後の乳幼児健康診査の精度向上に貢献できると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
子どもの健全な発達を促進するための子育て支援の充実は、母子保健においてもっとも重要
な課題の一つである。乳幼児健康診査は身体機能のみならず精神発達、生活習慣、その他育児に
関する問題を早期に発見し、乳幼児の健康の保持および増進を図ることを目的としている。とく
に、発達障害のある子どもや不適切な養育環境にある子どもを早期に発見して支援を開始する
ことは、子どもの健やかな成長のためには極めて重要であり、そのために乳幼児健康診査が果た
す役割は大きい。近年、社会性の発達に困難を抱え自閉スペクトラム症と診断され支援を必要と
する人が世界的に著しく増加しており、我々が実施した疫学研究においても 3%前後の高い累積
発生率を報告している [1, 2]。さらに、近年、我が国において注意欠如多動症(ADHD)と診断さ
れる人が著しく増加していることも報告した[3]。発達障害を、できるだけ早期に発見し適切な
支援につなげることは喫緊の課題となっている。 
我々は、乳幼児健康診査を用いたコホート研究を実施し、乳幼児健康診査における丁寧なスク
リーニングが自閉スペクトラム症の早期発見に有用であることを示した [1]。しかし、乳幼児健
康診査における問診内容や健康診査時の手技は標準化されていないため、精神健康問題や発達
障害スクリーニング精度には、地域差や健診スタッフの技量の差が存在するのが現状である。 
 乳幼児健康診査の質を高めるためには、発達障害や精神健康問題に関する乳幼児期のリスク
因子を解明することによって、健診で重視すべきポイントを明確にすることが必要である。しか
し、乳幼児健康診査で得られた所見と子どもの成長後の状態の関連を調べる調査がほとんどな
いため、乳幼児健康診査で実施する問診内容等の項目の大部分は、短期間のフォローアップの経
験のみに基づいた健診現場における判断で決定されている。そこで、我々は、乳幼児健康診査後
の子どもの状態をフォローアップするために、2009 年度以降に出生した子どもを対象に、長野
県諏訪圏域の自治体の母子保健情報をデータベース化し、同対象児の乳幼児健康診査の所見と、
後に医療で把握された精神健康問題との関連を調べる研究に着手している。 
 
２．研究の目的 
本研究では、長野県岡谷市の小学 6 年生の子どもの状態を評価し、母子保健情報との関連に
ついて調べる。それによって、発達障害や小学校高学年時における精神健康問題に関する乳幼児
期のリスク因子を明らかにし、乳幼児健康診査を充実させる一助とすることが目的である。 
 
３．研究の方法 
2009 年 4 月 2 日～2012 年 4 月 1 日に生まれた子どもを対象に、岡谷市の母子保健情報（産後
健診および乳幼児健康診査情報）をレトロスペクティブに収集した。また、2021 年 11 月、2022
年 11 月、2023 年 11 月に、岡谷市内の公立小学校 6 年生の全児童を対象に、子どもの強さと困
難さアンケート（SDQ）と 10 問版インターネットゲーム障害テスト（IGDT-10）を送付し、対象
児童の養育者に子どもの強さと困難さアンケート（SDQ）、自閉症スペクトラム指数(AQ)児童用、
ADHD 評価スケール（ADHD-RS）の質問票を送付した。調査対象となった小学 6年生のうち、岡谷
市の乳幼児健康診査を受診していた児童について、母子保健情報で確認された母親の精神状態
および乳幼児期の行動特徴と、アンケート調査で確認された小学 6 年生時の行動特徴との関係
を調べた。 
 
４．研究成果 
(1)対象者 
小学 6 年生とその保護者を対象に実施したアンケート調査は、2021 年度は 164 名（回収率
40.5%）、2022 年度は 110 名（回収率 29.2%）、2023 年度は 131 名（回収率 38.0%）の計 405 名（男
184 名、女 219 名、不明 2名）の児童とその保護者より回答を得られた。そのうち 329 名（男 143
名、女 186 名）の母子保健情報が入手された。 
 
(2)アンケート調査 
各種アンケート調査の結果を図 1-6 のヒストグラムで示す。各質問票について、欠損値がある
対象者は除外した結果、有効回答数は以下の通りである。 
１．子どもの強さと困難さアンケート（SDQ）（本人回答）：n = 381（図 1） 
２．10 問版インターネットゲーム障害テスト n = 378（図 2） 
３．子どもの強さと困難さアンケート（SDQ）（保護者回答）n = 399（図 3） 
４．自閉症スペクトラム指数(AQ)児童用 n = 380（図 4） 
５．ADHD 評価スケール（ADHD-RS）男児 n = 180（図 5） 
６．ADHD 評価スケール（ADHD-RS）女児 n = 216（図 6） 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1：子どもの強さと困難さアンケート得点（本人回答）のヒストグラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2：10 問版インターネットゲーム障害テスト得点のヒストグラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3：子どもの強さと困難さアンケート得点（保護者回答）のヒストグラム 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4：自閉症スペクトラム指数児童用得点のヒストグラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5：男児の ADHD 評価スケール得点のヒストグラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6：女児の ADHD 評価スケール得点のヒストグラム 
 



(3)母子保健情報と 6年生時の ADHD 評価スケール得点の関係 
 母子保健情報が入手できた 329 名について、小学 6 年生時のメンタルヘルスとの関連を解析
している。これまでに、以下の点を明らかにし、報告した[4]。 
1. 出生後の母親のエジンバラ産後うつ病質問票の得点がカットオフ以上の 9点以上であっ
た児童は、それ以外の児童と比較して、小学 6 年生の ADHD 評価スケールの得点が有意
に高い 

2. 3 歳児健康診査にて多動または攻撃的行動が観察された児童は、それ以外の児童と比較
して、小学 6年生の ADHD 評価スケールの得点が有意に高い 

3. 上記１と２は独立して小学 6年生時の ADHD 評価スケールと関連している（図 7） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7：出生後の母親のエジンバラ産後うつ病質問票で評価した産後うつおよび 3 歳児健康診査
にて観察された多動・攻撃的行動と 6年生時の ADHD 評価スケール（ADHD-RS）との関係 
パス分析の結果、3歳時の多動・攻撃的行動および小学 6年生時の ADHD-RS に対して、性別が有
意な直接効果を示した。母親の産後の抑うつ症状は、小学 6年生における ADHD-RS 得点に有意な
直接効果を示した。母親の産後うつ症状は、3 歳時の多動/攻撃的行動に有意な影響を及ぼさな
かった。母親の産後抑うつ症状が 3歳時の多動/攻撃的行動を通して ADHD-RS に及ぼす間接的効
果は有意ではなかった。（引用文献 4より） 
* P<0.05, ** P<0.01, *** P<0.001 
 
(4)最後に 
本研究で得られた母子保健情報と小学 6 年生のアンケート調査結果から、乳幼児健康診査の
観察項目を基に、小学 6年生時のメンタルヘルスを予測できる因子を明らかにした。引き続き、
本研究のデータを解析し、乳幼児健康診査の充実に寄与する結果を報告する予定である。 
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